
 

 

地域福祉計画策定にかかる調査等の結果について 

 

 

 

1. 概要 

 地域福祉計画の策定にあたり、区の様々な福祉課題を把握するため、一般区民、関

係団体、区職員、社会福祉協議会職員に対し、意見調査（自由記述式）を実施した。 

令和 3 年 1 月に実施する区民アンケートの結果と合わせ、令和 2年度末に「江東区

の福祉の課題と解決の方向性」としてまとめ、公表する。 

 

2. 各調査結果 

（１） 区民意見調査 

期間   令和 2 年 9月 21 日～10 月 14 日 

対象   区民 

内容  「個人や家庭で抱える福祉の問題（又は地域や区全体の福祉課題）」 

     及び「課題や問題点の改善案」 

調査方法 こうとう区報（9/21 号）、ホームページ、SNS により意見募集 

意見数  約 150 件（38 名） 

（２） 関係団体アンケート 

期間   令和 2 年 9月 23 日～10 月 19 日 

対象   高齢、障害、こども、青少年、教育、医療、外国人、住宅、LGBT 等の 

関係団体 

内容   「地域や区全体の福祉課題及び課題解決の方向性」 

調査方法 事務局において各団体を選定のうえ個別に依頼 

意見数  約 170 件（33 団体） 

（３） 区職員調査 

期間   令和 2 年 6月 12 日～7 月 6日 

対象   区職員 

内容   「江東区の福祉行政が抱える課題」 

調査方法 各部庶務担当課長あて依頼、全職員に対する調査 

意見数  約 140 件 

（４） 社会福祉協議会職員調査 

期間   令和 2 年 7月 22 日～8 月 12 日 

対象   社会福祉協議会職員 

調査方法 社会福祉協議会あて依頼、全職員に対する調査 

意見数  約 30 件 

 

3. 計画への反映 

  上記の調査結果を踏まえ、区民アンケートの設問を作成し、令和 3年 1 月に区民 

3,000 名に対し調査票を送付する。 

  すべての調査結果を「江東区の福祉の課題と解決の方向性」として整理し、令和 

3 年 6 月に作成する計画骨子案の基礎とする。 
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